
Ｒ５地域支援連絡会議　グループワーク意見まとめ　

所属機関
出席者
意見

①地域や施設等で「気になっ
た」出来事はありましたか？

②気にかけた、気にかけあった
行動や取組はありますか？
（継続した取組、新たな取組な
ど）

③課題として感じたこと等はあ
りますか？

④他機関と連携した、協働し
た、もしくはできたらうまく
いったのではというケースはあ
りますか？

⑤今日話した中で、工夫したこ
と、改善点、良いアイデアとか
ありますか？

医師会

・日常生活で情報交換の場が少ない。

・コロナで関わりが薄れた人もいる。

・「生きていても仕方がない」「長生きした

くない）と訴える独居の患者が増えた。（希

死念慮を抱く人が増えていること）

・一人だけで登下校中の児童への声掛け（挨

拶）

・いわゆるゴミ屋敷の問題

・タワーマンションの増加とそこで暮らす独

居高齢者へのアプローチ

・薬の長期処方問題。コロナで３カ月の薬の

処方ができることになった。季節ごとに会う

人の把握はしにくい。

・孤立している人が気になる人。取り組む側

は協働して課題を見据え対策を練る必要があ

る。

・診察に来た方に看護師等が生活に関して情

報を取り、困りごとがないか聞いている。

・多くの情報を得るようにする。

・他施設の活動を参考にする。

・町内会の活動で班長として会合に参加し、

意見交換に加わった。

・カラス被害に遭ったゴミ収集場の撤去、整

備作業に協力した。

・地域のイベント（人手、人材の不足、施設

のキャパシティー）

・地域と関わる、交流の増やし方

・福祉の人材支援

・情報収集の方法

・コロナで交流の仕方が変化した

地域活動に参加する機械が少ない

・地域活動（町内会）の中心となって活動し

ている従事者の高齢化

・若い人の無関心さ（啓発の大切さ、SNSの

活用）

・人材がいろんな場所で不足する。また見通

して事業をやり遂げられる人材が必要

・北区医師在宅医療推進委員会に地域振興

会、民生委員児童委員協議会、女性団体など

地域に根ざした団体代表者との意見交換を

行った。

・セキュリティの高いタワマンに医師が入り

にくい。管理人次第になる。

・イベントを増やし、会う回数を増やす

・信頼関係を築く

・個人情報の入手→信頼関係の構築

・行政の窓口と地域をつなげる

・SNS、アンケートを活用する

・マンション管理人を通じての周知

・防災訓練

・SNSを活用した周知、啓発

・タワマンの問題は、マンション内で防災訓

練等、住民同士のつながりをつくる。（前回

の会議でも意見あり）

社会福祉
協議会
（区・地
域）

・認知症の症状ゆえにお金はあるのにお金が使え

ない（銀行に行けない、おろせない）方が増えて

いる。

・お金の管理ができない人もほかの区に突出して

多い。

・要援護者の未返信者や同意者宅に訪問しても現

状確認が出来ない方

・行事、参加者が高齢化

・病気等で困った状況になった時、どこに助けを

求めたら良いかわからない方がいる（特に一人暮

らしの方）

・自転車のマナーが悪い。（登校時に心配）

・次のボランティアの担い手

・コロナ禍を超えて、以前のカタチに戻せていな

い。食事サービスは予約で名前を取っている。

・食事サービスが配食になって申込が増えている

が、本来は会食型が地域で実施している良さがあ

る。そのままの申込が継続するのか不安。

・福祉職員の人材難

・町内の行事や独り住まいの方への声掛け

・マンション管理人との関係づくりや関係機関と

の連携を強化する、情報収集するということ。

・地域活動の情報提供（例えば「ふれあい喫茶」

がある等）

・要援護者の管理をしている。タワーマンション

のセキュリティが一つの壁になっている。１年に

１度現状確認をしたいが、障がいのある方とかな

かなかお会いできていない。

・相談者に同行して窓口に行くこと。寄り添い、

一緒に行ってあげる、つないであげることが大

事。

・高齢者の方などの見守り訪問活動

・地域事業への参加を勧める。

・認知症の方の家に訪問し、認知症カフェスマイ

ルへお誘いし同行する。

・子ども食堂で一人で来ている子に声をかける。

・登校時の見守り活動

・できるだけ地域で色々な活動をする。

・認知症カフェのお誘い。

・敬老会でペットボトルのお茶を配るのでなく、

コップによそって配付して、声掛けをしていた。

・百歳体操の申込が増加し、会場のキャパがなく

待機が出ている。回数を増やしたいが、運営者も

年齢を重ねている方なので、安易に回数を増やす

こともできない。

・いろんな行事に参加している人の年齢層が上

がっている。80代後半くらいが多い。

・気づいたらワンルームのマンションが建ってい

て、地域との付き合いを拒みがち。

・（要援護者の管理）要援護者の未返信者に電

話、訪問で連絡のつかない方には不在箋を入れて

る。同意書についても会えるまで、継続的に行っ

ている。

・未返信者にも諦めずに声掛けすることをしてい

る。地域の活動はボランティアだと知って欲し

い。

・区民ホールでの事業実施の時に区役所玄関の案

内員が認知症の方を同行していた。（相談先が分

からない様子を察知して）

・イベントに誘っても拒否される方。

・個人情報の取扱い

・人材と教育。

・見守り活動をしている中で地域事業、イベ

ントの参加を勧めたところ参加したくないと

拒否されることがある。

・見守り活動で子どもは挨拶するけど親がし

ない人もいる。

・地域の皆さんに活動が今より少しでも周知

できるようにする。

・相談に来られない方への情報発信。見守り

活動や色んな活動をしても、何もつながって

いない方々がいてる。どうやって発信するか

が課題。

・自分が住んでいる地域について知らない、

無関心な方が多い。掲示板も素通りしてい

る。

・ポスター貼ったり、チラシを撒いたりする

が、届いて欲しい人に情報が入っていないこ

とが課題。

・高齢者の変化があった時にオレンジチーム

や包括に確認したいが、個人情報の壁があ

り、情報を教えてもらえず困っている。

・実習生の自分の施設で完結せずにほかの施

設とも連携したり見守り活動に参画しても

らったり、生活に密着したところでの経験も

して欲しい。

・新しい取組として、地域で新築マンション

の住民向けに写真展（マルシェ含め）を開催

した。町会未加入ではあるが、こうした取組

によりお手伝いしてくれる方が少しでも出て

きたらと思い、やっている。

・地域の横断的な集まりが少ない。地域活動

協議会の活動と違うとか縦割りになってい

る。

・社協が専門学校、大学などと連携している

が、繋がっていない若い力をつなげていきた

い。

・区役所から遠い地域なので、できるだけ事

業を地域でやるというのに力を入れている。

・警察の人や保健師等の専門職に来てもらっ

て話をしてもらった方が入りやすい。

・個人情報を一番大事にしている。返信のな

い方への要援護者の事業の説明等を行い、

コーディネーターや民生委員と一緒に行く場

合もある。その中で聞いた困りごとは介護の

方とつながってもらっている。

・事業の取組内容を丁寧に説明し了解を得

る。

・アウトリーチによって生活の中での困り事

やニーズが見えてくる。

・無理に参加を勧めことはせず、地域事業、

イベントのチラシを渡して読んでもらう。

・自分から声をかけるようにしている。

・ポスター、チラシ、掲示板での周知

・事業の時に声をかける。（実行中）

・専門職の方にはできるだけ直接皆さんに声

をかけていただく。（保健師、包括、警察の

方などできるだけ具体的にわかりやすく）

・挨拶で顔見知りとなる。

・イベント時にアンケートを取って、名前や

住んでいる場所を聞いて、声掛けして「楽し

かったですか？」などから広げる。

・公式LINEアカウントを作っている。イベン

トに来た方に登録を誘う。次の企画の情報を

流すというカタチで掴むようにしている。

・一人でも多くの目で見守りが行われるよう

に当人の了解を得ながら地域福祉コーディ

ネーター、民生委員と現状確認を行ってい

る。

・要援護者の同意者の現状確認の仕方（時間

帯や曜日を変更）

・どうやって声かけするか？あの人はあの人

とお友達なんかな？とアンテナを張る。何回

も顔を合わせて安心してもらうことが大事。

グループワーク意見【まとめ】 【資料２ー③】
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民生委員
児童委員
協議会

・地域で精神疾患を患っている女性がいて、

家賃滞納で電気、ガスが停止されている。

・つながる場で種々協議しているが本人に

とって良い方向にもっていくための努力を相

互に行っているが精神疾患を有するため事務

的手続きに無理があり対応に苦慮している。

・堀川小学校の生徒数が増加傾向で登校時に

校門に一定の時間に集中することが問題で、

国道1号線に一般通行者（出勤者）と生徒と

自転車の往来が非常に多い。学校は、分散さ

れると顔を見ることができないと難色を示

す。どうにかして欲しいと学校、PTA両方か

ら相談を受けていて、地域的な課題となって

いる。

・子育てサロンには、人がたくさん来てくれ

ている。

・一人暮らしの方に自分の名前と電話番号を

大きくしたものを持って帰ってもらって家に

貼っておくように伝えている。地域の行事に

顔を出してお互いに顔を知る。

・主任児童委員で「子どもの居場所」をやっ

ている。地域に会館を貸してもらっており、

活動内容について説明し協力いただけるよう

にしている。

堀川地域での登校見守りを実施

⇒顔見知りが増えて、子どもが挨拶してくれ

ることでやりがいがあるのか嬉しそうにして

いる。

・小学校でクリスマス会を行い、子どもたち

が沢山来たが、服装の乱れ、靴下なし、上履

きのサイズが合っていない不自然な子どもが

いると主任児童委員から連絡を受けて（ネグ

レクトの可能性）、即学校へ連絡し、対応し

ている。

・堀川小学校の登校見守り活動が３年過ぎ

た。

・孫がいるので、公園では、気にかかる子に

声かけしている。年配の方には、なかなか声

かけしにくい。

・地域のイベントがあればお互い気にかけあ

えると思う。

・障がい者の人も一緒に小学校借りて祭日に

ボッチャをやっている。一般の人からは障が

いの人の何ができないとかわからない。かと

言ってこちらが聞くのも本人自身が話すこと

も恥ずかしいと躊躇してしまう。一般の人が

するよりどこかが体験する機会を作ってあげ

ないと。地域だけでは無理がある。

・問題のあった事案に対して内容や情報をあ

る程度、把握した上での行動が必要と感じ

た。

・今後は下校時の見守りを実施準備中である

が人を探すのが大変である。

・地域での活動も経験が大事で、それを積め

てない人が多いかなと思う。コロナの3年は

大きい。

・コロナ禍で止まった活動を再開させる難し

さ（子供会、女性会、PTA）

・いきいきと学校は別事業と言って、いきい

きの問題を学校は共有してくれない。

・母子家庭でいきいきの考え方と合わずに、

いきいきに通えていない。一人で子どもが商

店街をぶらぶらしていることに胸を痛めてい

る。

・気にかかる子がいてもなかなか情報を聞き

出せなくて、あとついて行って、家確認し

て、校長に伝えることもある。

・民生委員としては、各地域の連合の町会長

と親しくしていると情報交換ができる。

・警察とも連携しておくことは必要。

・学校のSSWさんと連携したけど結果に結び

つかなかった。

・登校見守りをすることで、PTAや校長、教

頭との距離が短くなった。

・地域の幼稚園がなくなり、保育園とは接点

がない。

・ライオンズクラブの援助で帝国ホテルでの

子育てサロンを開催。１００組の参加があ

り、お母さん同士のコミュニケーションを

持ってもらう目的で開催している。年寄りは

口を出さないようにしてアロマとかベビー

マッサージとかやっている。

いろんなやり方がある。

・にこりんくの研修会に行ったが、やってい

ることが同じなので連携できるのではない

か。

・皆が出前であちこち出向いて欲しい。そし

て理解して欲しい。

・アンケート活用考えたい。

・一人での行動は避ける

・常に横の関係で連絡を取り合い相談して進

める

地域
包括支援
センター

・町会の希薄さ（長く住んでいるわけではな

いのでつながりにくい）

・個人情報の壁（お互いに情報が出しにく

く、本人のための支援につながりにくい）

・閉じこもりや支援拒否などで安否確認でき

ない。不安があるケースがある。

・ゴミ屋敷やペット多頭飼育などで劣悪な環

境で生活している高齢者がいる。

・閉じこもりの支援を拒否する方、安否確認

ができないケースの方。

・タワーマンションのセキュリティの高さと

個人情報の壁もあり、地域の人が「気にかか

る」と連絡くれた際「もうサービス入ってま

すから大丈夫」と言いたいけど、言えない。

地域のコミュニティと、噛み合っていないと

気にかかっている。

・マンションアプローチ

・親族など緊急連絡先を確認する。

・地域に向けて包括の相談窓口を周知し早め

に支援できるよう呼びかけている。

・研修会を行ったり、包括の窓口を周知して

いる。

・困っていることを把握できないので、地域

の事業に参加して、情報をキャッチしてい

る。

・マンションアプローチ、２か月に一度、包

括だよりを作成し、マンションに配布。管理

人との関係づくりと全戸配布の許可があれば

マンション居住者から連絡があればと、配布

している。

・終活セミナーもマンションの許可があれば

実施している。

・本人が我が事として考えられていない。

・親族がいない、いつも連絡をしていない、

連絡をしたくないというケースがある。

・地域活動に参加する人は固定されている。

・支援拒否する方、安否確認取れない方は緊

急連絡先を教えない。

・結構な資産を持っていて、身寄りもない方

の身じまいについて認識の浅さが課題。

・本人の同意を取るときの声掛けの仕方（イ

エスかノーかをはっきりさせる具体的なモノ

の言い方はしないこと）を共有している。

・声掛け方法を工夫するようにする。

・独居の方は可能な限り緊急連絡先を確認す

る。

・初回面談時に聞き出せなくても信頼関係が

できてから聞き出せることもあるので経過を

追って確認する。

・人間関係を作ることは大切。信頼関係がで

きれば、いろいろ教えてくれる。
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よりそい
サポート
きた

・窓口に来られた方の希望される支援につな

がらなかった。

・マンション住民の騒音などに対する苦情

・相談中に帰られる方

・基本的に相談に来られる方は気になる。

・窓口付近で立ち止まっている方へのお声か

け

・相談後の経過が気になる方への連絡、メー

ル、郵送、訪問など

・地域から相談を受けた時の個人情報につい

て、どこまで伝えていいか不安。

・相談に来られた方をほかの機関に繋ぐとき

は、相手先に連絡してつなぐようにしてい

る。

・当窓口で対応が難しい場合、他機関の紹介

だけでなく（必要に応じて）担当者に情報共

有し、つなぐ

・支援者の向けのどこに繋ぐといいのかわか

る冊子「北区支援者ハンドブック」（平成30

年度）があるので、それを見直ししている。

・関係機関との連携
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障がい者
基幹相談
支援

センター

・高齢者や認知症対象の地域活動やサロンは

あるが障がい児（者）、家族が地域で集える

ところがない。

・就労訓練後の就労先が非正規雇用や雇用に

つながらない人が多くいる。

・余暇活動などを楽しむことのできる場、機

会の充実が必要であり、ボランティアを含め

その担い手を地域で確保していくことが必

要。

・障がい者と健常者に壁ができてしまってい

る。

・課題として、障がい者の居場所がないこ

と、見守りがないってこと、余暇活動が限定

的となっていること。

・挨拶から顔みしりになって繋がったらいい

なと思っている。

・「豊崎じんじん」という地域活動で、障が

い児（者）の福祉事業所が制作している商品

の販売で参加できるようになり、そのつなが

りで他の飲食店での展示やお客さんと障がい

者と地域でつながりを持てる場所となってい

る。

・区役所において障がい者週間（12月３日～

９日）　に合わせて「メッセージライブ」を

開催し、障がいの有無に関わらず尊重し合い

支え合う地域の啓発活動を行っている。

・就労訓練を請け負うことになり地域で働

き、社会参加ができる機会の１つとなってい

る。

・障がい者は助けを求めても「理解してもら

えない」という不安を感じ、地域の方は助け

たくても「声掛け方法や手の差し伸べ方がわ

からない」という壁がある。

・就労では、勘違いされることや理解されず

困ったり辛い思いをして生きづらさを感じて

いる。

・スポーツイベントでは地域の方と関わる機

会にはならず、ハード面で参加する人も限定

された。

・移動支援の外出支援サービスでは支援者と

１対１の関わりとなり、時間の規定があるこ

とで余暇の充実には至っていない。

・中崎商店街とコラボしてコロナ時にマスク

とエコバッグを販売させてもらった。そこ

で、企業さんの目に留まって、その企業さん

とやり取りが始まった事業所もある。

・豊崎神社で開催している「豊崎じんじん」

に福祉作業所で作った手作り作品を販売。こ

のイベントにはいろんな方がお店を出してい

るので出会いもあり、知り合った飲食店の方

がお店で作品を展示してくれて、知ってもら

うきっかけになっている。

・小中学校とは、繋がりたいけど、なかなか

入れない。お子さんに福祉教育といか、「こ

んな人もいる」ということを伝えたいけど、

なかなか難しい。

・障がい者の人が困っている感ばかり出すの

ではなく、「地域の中の一人ですよ」という

ことを声かけあえるイベントがあればと思

う。他機関の人とつながっていきたいという

のはある。

・障がい者スポーツを開催し、コナミスポー

ツのインストラクターやUFJ銀行の職員がボ

ランティアで参加し一緒に楽しむ機会となっ

た。

・地域で障がいの理解が深まり両者が互いを

知れるよう福祉従事者が橋渡しをし続ける必

要がある。

・小中学校、公民館などを活用できる体制を

構築し、地域と交流が図れる地域づくりを

行っていき、災害などの避難場所となった際

に、地域の方々が互いに見守れる関係を構築

できると思う。

・区内には就労訓練の事業所が９０か所以上

あり、企業や商店も集まっていることから、

開放日を設けてボランティアを募って、障が

い者が働いている力を感じてもらい、仕事の

一助につながるキッカケづくりが必要。

・地域や公民館などでどんなイベントが開催

されているかなど、自治会や児童、民生委

員、他機関とのつながりを持ち、障がい児

（者）も共に参加できる地域一体の関係づく

りを構築していきたい。

子ども・
子育て
プラザ

・利用者との会話や態度、服装等から、利用

者の困りごとや気になることなどの情報を収

集している。

・イベントに参加してもらい、そこで話が弾

まれている。そうやって知り合いが増えてつ

ながりができたらと良いと思う。

・イベントに参加してもらい、知り合いを増

やしてつながりを作っている。

・気になることを職員間で共有するととも

に、対応について検討し、必要に応じて区役

所・学校をはじめ関係機関と連携を図ってい

る。

・イベントで知り合って、せっかく仲良くな

られているのに、こちらの都合で「イベント

は終わったから帰って」となっていること。

次の場所を用意しないといけないと考えてい

る。

・近隣の子育てプラザと連携できたらいい。

・プレパパ・ママ講座は北区はすぐにいっぱ

いになるが、近隣区はガラガラだったりす

る。

・近隣区の子育てプラザとの連携。

・イベント後の次の場所の提供。

居宅介護
支援
事業所
・
社会

福祉施設

・施設等でコロナが5類へ移行するもまだま

だ地域参加型の活動には消極的に思える。

・相談があった際は、各機関の窓口に繋いで

いる。

・何が困っているのか、地域課題をうまく把

握できていない。

・施設等で外出レクや各種ボランティアの受

け入れを予定しており、年末年始の外出、外

泊も昨年は許可をしていなかったが、今年は

希望される方には感染防止策を行えば可能と

している。

・これから取り組むこととして、ニーズ調査

をしようかと思う。

・制度のことを知らない方が多い。できるだ

けお知らせするようにしている。

・地域活動などには参加していきたい。

・問題意識を持つ。

・利用者の状況把握の難しさ。認知症もある

ので把握は難しい。

・また本人もしんどいことの発信が難しい。

・各事業所に繋いでいくというのをやってい

る。施設内では情報の共有はできている。

・セキュリティの高いマンションのデイ利用

者の送迎が、入れないことで行けないケース

も出ている。いい方法がないのかなと思って

いる。

・難聴だと電話も出てくれないので中からも

開けてもらえない。

・行政側からの地域課題の発信が不足してい

ると思ったが、困っている側から発信しても

らわないとキャッチできないと思った。

・居宅介護支援事業所としての役割を果たし

ていく。

・地域活動への参加。
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Ｒ５地域支援連絡会議　グループワーク意見まとめ　

所属機関
出席者
意見

①地域や施設等で「気になっ
た」出来事はありましたか？

②気にかけた、気にかけあった
行動や取組はありますか？
（継続した取組、新たな取組な
ど）

③課題として感じたこと等はあ
りますか？

④他機関と連携した、協働し
た、もしくはできたらうまく
いったのではというケースはあ
りますか？

⑤今日話した中で、工夫したこ
と、改善点、良いアイデアとか
ありますか？

グループワーク意見【まとめ】 【資料２ー③】

区役所

防災
保健師

・認知症予防教室の開催

・失語症、記憶障がいのある来庁者にヘルプ

マークの趣旨を説明し交付した。

・独居高齢者で地域への関わりを拒否してい

る方に見守り相談室や地域福祉コーディネー

ター、地域活動の案内を行った。（緊急通報

システムの制度案内も）

・引っ越しして日の浅い人が子育て層や妊婦

の方に多い。実家が遠い方が多い。お母さん

同士が交流できる場が多くあったらと思う。

・コロナで地域での防災訓練ができなかった

が、徐々に再開できている。避難所開設に福

祉の視点を取り入れる必要を感じている。

・高齢者等の個人別の支援計画を一部である

がスタートできた。

・理解できにくい部分について個別対応・支

援を行った。

・区で実施している母の交流会、地域の子育

てサロンへ紹介

・来庁者を観察し業務以外での声掛け、制度

案内を行った。

・他課との連携、勉強会の実施（顔見知り・

関係づくりを行った）

・地域とのつながりが希薄。多職種との連携

も大切。

・地域に繋がっていない方って結構いてると

いうこと。

・マンション居住者の防災意識が高まらない

こと。

・他事業者との連携

・個別の支援

・職員同士の交流がなくなった（顔も名前も

知らない）

・教室参加者の理解力が不明である。

・子育てに不安を感じている母親が多い（転

入者、核家族）

・地域とのつながりが薄い。

・区役所内での連携が出来ていない。

・職場での課題。中堅層がおらず、経験の少

ない若手職員との連携をどう図るかが課題。

・地域イベントに参加しても若い人は情報だ

けもらえたらいいという感じで、効率重視と

なっている。

・防災意識の高まりの必要性。学校で児童生

徒に知ってもらい、保護者に共有してもらう

とか。高齢者、障がい者には病院とか通所施

設とかと関わっていくといいのかなと思う。

・窓口で気になった方がいれば本人了承のも

と、見守り相談室、地域福祉コーディネー

ター、地域活動を案内する。

・他課との勉強会の継続、連携強化

・区職員の地域活動への参加

・認知症の疑いなどで、見守りを包括や地域

の役員さんなどにお願いした。
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